
ヰき mU 奇ォ 高 

幕末・明治期の 横浜のフランス 人企業家 

アルフレッド・ジェラールについて 

西 堀 

(1 ) はじめに 

幕末の開国直後から 明治時代にかけて 横浜に 

多くの外国人がどっとやって 来てさまざまな 外 

国の文化をもたらした．幕末の 文久年間に横浜 

にやってきて ，帰国まで横浜に 滞在したアルフ 

レッド・ジェラール (AI 丘 edG 台町 d,1937-1915) 

もその一人であ った．彼らは 外交官，宣教師， 

軍人，商人，教師，あ るいはまた観光客であ っ 

た   

その中には自分で 事業を起した 外国人も い た ， 

その一人がジェラールであ る．彼は西洋建築に 

目をつけ，建築資材であ るレンガ やカワラ に着 

目した． もちろん，最初，それは 外国人の住居 

のためであ って，横浜に 古くから住んでいる 日 

本人のためではなかった． しかし ジェラール 

の 新事業は成功を 約束された．開港間もな い 横 

浜に西洋建築資材の 需要は当然のことながら 大 

きかった．西洋建築は 市内の教会。 ，外国人向 

けの劇場，，，ホテル 的などに広がっていった． 

その建築資材に 不可欠なのがレンガや 西洋カワ 

ラ であ り，こちらの 方は市民の住宅でも 使われ 

た，この名前のような 姓をもつジェラール と は 

いったい何者なのか． 

この謎の人物に 最初に興味を 持ったのは研究 

者ではなく，かつての 横浜市長飛鳥田一雄氏。 ， 

であ る．市長は，多忙な 公務のかたわらジェラ 

一ルほ ついて資料を 集められ， 1974 ( 昭和 49) 

年に一冊の本『素人談義姉人ジェラール d ( 有 

万
口
 

H
 

隣堂 ) 目を世に出した．かれこれ 40 年も前の話 

であ る．この企業家ジェラールを 研究の対象に 

した研究者はいなかった． 

この本は， 40 篇のさまざまな 単文が収められ 

ている随筆 集 であ るが，その最後を 飾るのが ジ 

エラールの話であ る． この 木 全体は 192 頁で， 

そのうち 33 頁にわたり「ふらんす 瓦の謎」が書 

かれている．最後の 文章のタイトルが 表題にな 

っていることや 分量的に見ても 飛鳥田市長がか 

なり力を入れて 書いたものであ ることがわかる． 

これによって 初めてジェラールなる 人物が幕末 

から明治にかけて 横浜で活躍したことを 知った 

市民もいたに 違いない．外人墓地下のプール 入 

り ロ 近くにあ るジェラール・レンガ・カワ ラエ 

場 跡の記念碑にもそれほど 関心を示さず ，近く 

に住む市民は ，元町公園近辺の 散歩のときジェ 

ラールの カワ ラやレンガの 上を，それと 知らず 

に歩いていたのであ る． 

飛鳥田氏が注目した 頃 は未だ研究者も 皆無で， 

ジェラールの 生没年も，また 彼がどこから ，何 

をしに日本へ 来たのか全くわかっていなかった． 

幕末の開港間もない 横浜に一人でやってきた 企 

業家ジェラールとは 一体何者なのか．横浜に 腰 

を 落ち着け，蒸気機関などを 利用して近代的レ 

ンガ・カワ ラ 工場を経営したジェラールは ，近 

代の横浜を形造った 外国人の一人として 忘れて 

はいけないのではないのか．開国後の 横浜の覚 

国人を語るとき ，彼の存在は 大きい． 

飛鳥田市長の 調査以後二十数年の 間。 ジェラ 
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一ル ほ ついては本格的な 調査は行われなかった   

その後， 日仏 関係の研究者の 中にもジェラー 

ルに関心を持ち ，研究発表もなされるようにな 

った． ジェラール研究で 一番最後に登場したの 

が研究者であ ろう．その一人が 横浜港に入港し 

た 船舶を詳細に 調査している 敬愛大学の沢 護 教 

授であ り，入港・出航の 記録や英字新聞 " な 

どを調べ   またその中の 広告に注目してジェラ 

ールを調べた． この時点ではまだジェラールの 

生没年などは 明らかになっていなかったので 釈 

教授もジェラ 一 ルの 生没年が分かれば 研究 

( 「アルフレッド・ジェラール 横浜に於ける 水 

屋・瓦屋」㎝ 横浜居留地のフランス 社会』 pp. 

223-69. 平成 10 年 3 月敬愛大学経済文化研究所 

刊行 ) も格段に進展すると 書いている・ しかし， 

残俳ながら，数年双に 開港資料館によってジェ 

ラールの生没年などが 判明したことは 釈教授の 

目に触れることはなかった．このように 刊本に 

発表された報告などが 研究者の目に 触れないこ 

とはしばしばみられる． 日本側の研究では 釈氏 

のそれががもっとも 詳しい． 

さて，筆者も 日仏交渉史を 研究テーマにして 

いることからジェラールについても 当然関心が 

あ ったが，なにしろほとんど 経歴がつかめな い 

ので市民講座 " や 大学の講義の 時に技術導入 

の問題としてほんの 少し言及したり ， 1991 年の 

横浜口仏学院発行の 新聞『 ョ コラマ新聞い   

/0[3- 号 ) に「横浜とフランス (3) アルフレッ 

ド・ジェラール と 横浜の建築 レンガ・カワ 

ラ」を書いた 程度であ った・その内容はもっぱ 

ら カワ ラやレンガについてであ った・ しかし， 

レンガ やカワラ を元田 丁 公園で見つけだしたのは ， 

20 年以上も前のことで ，その頃 ，公園も整備さ 

れてがなっかったたこともあ り，あ ちこちに ヵ 

ヮラ のかけろが露出していた・その 中に， レン 

ガも出てきた．残俳ながら ，それは完全なもの 
ではなかったが ，ジェラール と 読みとれる文字 

が 刻まれていた．私が 所有しているのはレンガ 

はこれが唯一のものであ った・その後レンガは 

出てこない．元町公園のどこかに 横浜の歴史を 

語る貴重な資料は 眠っているに 違いない．昨年 

から今年にかけてジェラールの カワラ ・レンガ 

工場跡を含め 付近を横浜市が 大改修しているの 

で多分カワ ラ ・レンガが出てきたものと 考えら 

れる． 

(2) ジェラール資料発見のきっかけ 

ところが全くの 偶然から横浜開港資料館の 学 

芸員が地券等の 史料を当時の 神奈川県立文化資 

料館で調べている 時にジェラール 関係の記事が 

見つかったのであ る。   ・． 

そこから待望のジェラールの 出生地と死亡 地 

を 示す資料が出てきた． この点について 開港資 

料館の努力を 多としたい．ついに 謎の人物の一 

部が明らかとなった．それによるとジェラール 

は 1837 年 3 月 23 日にフランスのう 一 ンス (Re- 

㎞ s: ただしジェラールが 出生した当時は Rhe ㎞ s 

と書かれている． シャンパーニュ 地方のマルヌ 

県 (Marne) の県庁所在地 ) に生まれた。 ラー 

ンスは画家の 藤田嗣治Ⅲが 描いた壁画で 知ら 

れている町であ る．両親はパン 屋を営んでいた． 

帰国後のことはあ まり分からないが 1915 年 3 月 

19 日にう 一シ スで死去した．それは 第一次世界 

大戦のさなかであ った． 

(3)  出 生 

ラーンスの資料館に 保存されているジェラー 

ルの出生届証書 (ac[eded ㏄ 恭 ) は次の通りで 

あ る "".. 

L ・ an@mil@hut@cent@trente-sept ， le@vingt-cinq@mars 

trois@heures@apres-midi;   ar@devant@nous ， Maire@de@la 

Ville@de@Rheims,@ofFcier@de@l ・ Etat-civil;est@convenu 

le@Sieur@Jean@Nicolas-Joseph@Gerard ， age@de@vingt- 

cinq@ans ， Boulanger,@ demeurant@a@Rheims ， rue 

comte@d'Artois@*@No@ 13.@lequC@   nous@a@presente@un 

enfant@ du@ sexe@ mascu Ⅰ     n   ne en sa demeure;   vant- 

hier@vingt-trois@mars@a@onze@heures@du@soir ， de@lui ， 

declarantetdeDameTher ら 。 SeLambertCh 什 uy, 独白 

de@vingt-trois@ans,@son@epouse,@et@auquel@enfant@il@a 
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donne@le@prenom@d'Alfred ・ Cette@declaration@a@ete 

faite  en  pr 芭 ;Sence  de  Sieur  N Ⅰ CColas  Ger 酊 d, 八ノ age de 

cinquante-un@ans,@Cultivateur@demeurant@a@Bezannes 

(Marne)@ aieui@paternelde〕'enfan Ⅰ     et゛ean｀arie 

M Ⅰ toUa 「 t, age de」ingt-sept‖ns, Charcutier‖ 

Rheims, Tue die VesIe No l20 ・ Le p ら Ⅰ e etles 

t る moInsontslgn 色 avecnousapr ら slectuTefaite. 

Gera Ⅰ dCh 壱 Ⅳ y Ger8%dM 丘 oua れ 

1837 年 3 月 25 日午後三時，ラーンス 市長，戸籍 
担当官は，ジャン・ニコラ・ジョゼフ・ジェラ 

ール， 25 歳，パン屋と 妻のテレーズ・ランベー 

ル・シェリ ユノ ， 23 歳，ラーンス 市 コント・ダ 

ルトア通り 13 番地在住が当局に ，自宅において 

一昨日の 3 月 23 日午後 11 時に出生のアルフレッ 

ドと名付けた 男児を紹介し ラー ンス在住で男 

児の父方の祖父ニコラ・ジェラール ， 51 歳、 農 

業とジャン・マリー・ ミトゥ アール， 27 歳， 農 

業 ，ディヴェルス 通り 120 番地，の立ち 会いの 

もとで届け出がなされ ，証人全員が ，証書の朗 

読の後署名した． 
、 ジェラール・シェリ ュ イ 

ジェラール・ ミトゥ アール 

(RueD,Artois は現在は RueVoltaire となっ 

ている． ) 

横浜開港資料館が 出生地のフランスのう 一 ン 

ス市に問い合わせた 結果，ジェラールの 出生記 

録と死亡記録を 始め若干のジェラールの 来歴を 

示す資料が同館に 送られてきた．そのことにつ 

いては開港資料館の『開港のひろ ば 』 (39 号， 

平成 4 年 10 月 31 日 ) にいきさつが 書かれている． 

こうしてジェラールは 再び横浜で脚光を 浴びる 

こととなった．開港資料館の 調査に感謝したい． 

このように偶然から 大きな結果が 得られる例は 

研究の分野を 問わず多く見られる． 
開港資料館が 直接 ラーシ スでの現地調査をし 

ていないようなので ，筆者はラン 一スに 出かけ 

た ．戸籍関係は 市役所 12   や公文書館でコピー 

や 複写ができたほか ， ジェラ 一 ルの 生家は通り 

0 名前が変わったこともわかったものの 戦後の 

区画整理などで 結局確認できなかった・ 当時の 

う 一シ スは連日ドイツの 爆撃にさらされていた 

のであ る． 

来日したフランス 人の子孫を捜す 手段に筆者 

は 電話帳 をしばしば使う・たとえば ，この方法 

で成功した一例に 東京帝国大学のお 雇いフラン 

ス人教師のエミール・エック (Emile 

Heck,1860-1943)1 田があ る・生家のあ るダンジ 

ユー タン (Da ㎡ outan) ㈲という村には 子孫が何 

人もいたのであ る．そこから 一つの結果が 生ま 

れた．そのようなわけで 今回も電話帳 を調べた 

が 、 ジェラ。 - ルと 言う姓はなかった．父親がパン 

屋であ ったので職業別でも 調べたが，やはり 同 

じだ った ．ジェラールという 姓はそれほど 特別 

ではないのでここで 子孫の調査は 行き詰まって 

しまった． 

平成 4 年の時点では 開港資料館もジェラール 

の 墓所までは資料を 人手してなかったようであ 

る，開港資料館が 墓所の写真を 公表したのが 平 

成 7 年 ml 月の館 報 第 50 号であ った㈲・ 

それならば次は 墓地ということで ，フランス 

ヘ行くことにした．まず ラー ンス駅に近い 北墓 

地 へ出向いた．そこにも 無かったが，管理事務 

所の吏員が親切で 南墓地に問い 合わせてくれた・ 

すると 南 墓地にあ ったというのであ る． しかし， 

北 墓地，①の管理人の 電話での問い 合わせに， 

南 墓地格の管理事務所は 戦時下だったことも 

あ り，地下墓地にあ ったが今はないということ 

であ った．その足で 南墓地までタクシーを 飛ば 

し， とりあ えず管理人に 来訪の目的を 告げ名刺 

を渡してきた． ラーンス市には 彼の墓所がなか 

っ たであ る．筆者が開港資料館から 墓所の場所 

を知ったのは 1997 年で，墓所がわかるにはまだ 

若干時間が必要であ った．それからジェラール 

の調査が大きく 動き出した． 

(4) ジェラールのプロフィールとフランスで 

の評価 

ジェラールのプロフイールは ，そしてジェラ 
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一ル の 評価は故郷 ラーシ スではどのようなもの 

であ ろうか． 

フランスではジェラールは「並覚れた 人 」 

「冒険家」「事業家」「発明家」「建築家」「収集 

家」「寄進 家 」と評価されていた．帰国後ジェ 

ラールは，農業発展に 大きな貢献をしているこ 

とがわかった． ジェラール祭の 宣伝のパンフレ 

、 ソト ㈹には写真とともに 次のように書かれて 

いる． 

L ， Associadon」ivre‖。ezannes‘t〕a｀unicipalite‥e 

Bezannes 

dans@le@cadre 

de@lajoumee@du@patrimoine@1997 

et@de@1'annee@du@Japon 

a〕a‥ecouverte‥ ， Alfred；erard 

HOMME@D ， EXCEPTION 

HOMME@D ・ A@VENTURE 

HOMME@D 。 AFFAIRES 

INVENTEUR 

BATISSEUR 

COLLECTIONNEUR 

GENEREUX@DONATEUR 

これにより， 日本での評価とかなり 異なる面 

があ るのに気がつく． 日本ではもっぱら 横浜港 

内の輸入商，肉屋 ( 屠殺業 ?)", 船舶用飲料 

水の販売，レンガ・カワ ラ 工場経営といった 企 

柴家という評価であ る．地元 ラーシ スではジェ 

ラールの評価は 日本でのそれより 大きい・これ 

からの研究はそれらを 合わせたたものでなけれ 

ばならないであ ろう． 

地元で地域の 発展のために 活躍している ブザ 

ンヌ在住で地域の 発展や環境保持のために 尽力 

している ユ ゲット・ ギュ ヤール夫人 (Madame 

HuguetteGuyard) から入手した 資料では，ジェ 
ラールはかなり 前からその名が 知られていた・ 

それはジェラールが 町のため金銭を 含む大きな 

貢献をしていたからであ った・ FA ㎞ anachJ2 。 ， 

によると，彼は『博愛 家 』としてう 一シ スで 高 

第 1 . 2 号 (2000) 

く 評価されている．これは ， ウ ジェーヌ・デュ 

ポン川が 1931 年に寄稿したもので ， ジェラ 一 

ルの 晩年や最期の 時がかなり詳しく 述べられて 

いる・ 

これは，ジェラールの 死後 15 年程たって書か 

れたもので，ジェラールに 注目した最初の 基本 

的な文献の一つともなっている． 

ジェラールのプロフィールは ，写真でも有る 

程度分かるのだが、 デュポンによると「 体 つき 

はがっしりとしていて、 丸顔で大司教のような 

髭をたく ゎ えている」 ". 

彼が死後，遺言でう 一シ スの農業会館 ( セン 

タ㍉設立の資金を 出したことが 最初に書かれ 

ている．それによると 2.1,, 1930 年にジェラール 

はう 一 ンス地方の農業のために 設立されたこの 

農業会館は開館した． これは我々が 全く知らな 

かったジェラールの 一面であ る．農業の振興は 

この地方では 最重要の課題であ り，ジェラール 

の資金提供は 大きな カ となったと考えられる ， 

戦時中は，生涯独身であ ったジェラールは 老 

人 ホームに入り ，そこで連日のドイッ 軍機によ 

る爆弾の嵐と 戦っていた．地下の 生活はジェラ 

ールに大きな 負担となったはずだがが ，ジェラ 

ールはかなり 超然としていたそうであ る． しか 

し，爆撃の騒音がかれを 疲労させ、 落ち込ませ 

え @   

(5) ジェラールの 墓所 

そうこうしているうちに ，平成 7 年に横浜開 

港資料館が㌃ 開港のひろ ば 』 (50 号 ) でジェラ 

一ルの 墓地の写真を 発表した．奇妙なことに 鳥 

居が墓の前にあ った． しかしその場所は 書かれ 

ていなかった．横浜開港資料館の 学芸員由武香 

奈美さんから 教えられた場所 (Bezan) をた よ 

りに調べると ，それが ブ ザンヌ (Bezannes) と 

分かった．ラーンス 市には ブ ザンヌ通りがあ り， 

そこに墓地があ るので，出かけると ，管理人は 

台帳 を見て，ここには 無いとのことであ った・ 

その時，親切な 管理人が墓は ブ ザンヌ通りでは 

なく ブ ザンヌ町の方の 墓地ではないかと 言われ 
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た時，一時消えかけていた 期待が再び膨らんだ． 

タクシーを呼んでもら ぃ 5 . 6 キロ離れたとこ 

ろにあ る墓地まで急いだ．小さな W ブ ザンヌを 

過ぎ町外れのそれほど 大きくな い 墓地に近づく 

と，車の中から 大きな鳥居が 見えたのですぐ 分 

かった．私が 最初にジェラールの 墓にお参りし 

た日本人かもしれないと 思うとうれしかった． 

墓地の入り口の 門には鍵がかけられていなかっ 

たので，中に 入り，写真を 何枚もとった．ジェ 

ラールの墓は 墓地を入って 左の奥にあ り， 石 づ 

くりの大きな 鳥居が前にあ る．向かって 右に石 

灯籠がひとつ ，左に石灯籠が 2 つあ った．墓石 

の全面に墓誌があ り，「アルフレッド ジェラ 

ール 1837-1915 」とのみ書かれている．ジェ 

ラールの死亡証書やこの 墓石や死亡証書を 見る 

とジェラールは 生涯独身であ った．帰りに タク 

、 ン 一の運転手にもジェラール や 横浜のことをや 

や興奮気味に 私は話した．ここまでたどり 着く 

にはなんと多くの 時間と人が必要であ ったこと 

か ・飛鳥田市長を 始め開港資料館，それに 各墓 

地の管理人には 感謝の気持ちでいっぱいであ 

る． 

(6) ジェラール墓前集，。 ) 

1997 年の一月の末に ブ ザンヌ 町 在住でジェラ 

ールについて 研究している ユ ゲット・ギュアー 

ル夫人から一通の 手紙が届いた．そこには ブザ 

ンヌ町がジェラールの 記念式典を 9 月 21 日に行 

うので，できたら 参加してほしいと 書かれてい 

た・早速承諾の 返事を ギュ ヤール夫人に 書いた． 

なぜこちらの 住所がわかったかと 聞くと．ラー 

ンス市の墓地の 管理人が私の 事を記憶していて 

ギュアール夫人に 連絡したからとのことであ っ 

た・これも偶然が 幸運を呼んだと 言える． 

会場には町の 人が大人から 子供まで 100 人以 

上集まって来た・その 中にはこれまでよく 分か 

らなかったジェラール 家の子孫も来ていた．町 

役場のべルフィ 一町長 25) の話をはじめ 当地の 

著名人の挨拶 と ジェラールの 功績を讃える 話が 

長い間続いた．最後になって 筆者が紹介され 20 

分ほどジェラール と 横浜について 話をした．野 

外の会場では 資料がパネルで 展示されていた ， 

横浜から持参したレンガ とカワラ の写真，それ 

にジェラールの 工場のエッチンバのコピーと て 

ルセイユのピエール・クレットマン 家， 。 ) で見 

つけたジェラールの 若い頃 の写真もその 展示に 

加わえられた．ジェラールのこの 写真は 1996 年 

の『 日 仏文化交流写真集』 ( 第三集 ) ( 駿河台 出 

版社 ) に第 2 次フランス軍事顧問 固め ルイ・ク 

レットマン や クレットマンの 同僚並びに，家族 

の写真とともにクレットマン 家のご好意で 掲載 

したものであ ったが，ブザンヌではまだこの 写 

真の存在を知っていなかった． 2000 年 2 月 9 日 

から 4 月 30 日まで開催された 開港資料館の「フ 

ランス士官が 見た明治のニッポン 一 L. クレッ 

トマン・コレクションから」展にもジェラール 

の写真がクレットマンの 写真とともに 展示され 

た ．こうしてジェラールの 日本時代の写真と 晩 

年の写真がそろったのであ った．また平成 2000 

年 2 月の『広報よこはま』の『なか 図版』にも 

「ジェラールの 肖像写真、 発見される ! 」と題 

して開港資料館の 中武さんが紹介している． 
今 まさにジェラールはう 一 ンス 市とブ ザンヌ 

町の名士となった．この 年はちょうど「フラン 

スの日本年」でもあ り日仏交流のイベントとし 

てまことにふさわしい「ジェラール 墓前集」に 

なった． 

、 ジェラール墓前祭の 記事がう 一 ンス地方の新 

聞「リユニオン」 (L.Union) に 2 度 別 ，ブザン 

ヌ町の月報「 ラ ・ガゼット・ ド ・ ブ ザンヌ」 

(LaGazettedeBez ㎝ nes) に 1 度 鋤 ，月刊誌「 デ 

ィ ストリクト」 (District) に 1 度 扮 掲載され， 

私はジェラールに 対する地元の 関心の高いこと 

を実感した・これまではあ まり大きく取り 上げ 

られることはなかったジェラールが ， 今では 町 

興しの起爆剤にもなっているのであ る． 

飛鳥田市長は ，レンガ・カワ ラ のジェラール ， 

肉屋のジェラール ，横須賀製鉄所 お 雇いのジェ 

ラール，井戸掘りジェラール ( 水屋 ), 建築家 
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。 シェフ 一 一 ルと 挙げて， お 雇いと建築家のジェラ 

ールは別人と 判定しているが ，私の考えでは 建 

柴家のジェラールは 私たちが求めている 人物か 

と思う．その 根拠は決定的なものではないが 横 

浜にいた時代が 同じということと 建築家という 

ことからであ る． A.GERARD という名前は 外 

国人の下船名簿を 詳しく調べても 幕末期，それ 

も開国まもない 頃 に何人も来ているとは 思えな 

い ・ 

(7) ジェラールの 来日午 

英字新聞の広告で 見る限りジェラールの 来日 

は 1864 年が有力であ ろう． ブ ザンヌのジェラー 

ル・研究家のギヤール 夫人によれば ， ジェラール 

の来日は 1858 年であ る， 0). ギュ ヤール夫人は 旅 

行 許可証の番号などを 根拠にしているが ，実物 

を見てないので ，それがどのようなものか 不明 

であ る． ラ シ ルは，広告を 出す 1864 年までに来日 

しているわけだから ， 1863 年説も十分可能，性が 

あ る．それを解明するには ， も う 少し時間が必 

要 であ ろ       

また，私の知る 限り，飛鳥田氏がいう 横須賀 

製鉄所のジェラールはジラール ，つまりヴィク 

トル・ルイ・ジラール (WctorLouisGrard) で 

技師 ", であ り， まったくの別人であ る・ 

横浜港に着いた 船の下船者名簿がこの 時代は 

不完全なので ，今でも特定できないでいる・ 調 

べたところ， 1864 年にはジェラールが 英国語新 

聞「 ザ ジャパン ヘラルド」 (The  Japan 

Herald)32) に「 FOR  SALE  l00  bbls,BestAmerican 

Flour,l00  casesChampagne,LyonsSausage, 団 scuits 

mac 偲 」 や ，さらに「 150doz.  BreakfastWin 芭 s 」 

を加えた別の 広吉を出しているので 1864 年は来 

日していることは 間違い無い． 

(8) 来日の目的 

広告を見て分かるように ，彼はフランス 製品 

の売り込みを 目的に来日したと 考えてよ い ので 

はなかろうか．この 店は 168 番地にあ り， さら 

第 1  ,  2 号 (2000) 

に興味深いのは 同じ番地の広告で「 French 

Bakery  bihind  the  Grand  Cafe  au  Japon 」 3"  が 出 

ている． ジ ラ ルは 横浜で一時パン 屋を開業 

していた可能性が 出てくる．生家がパン 屋であ 

ったことを考えると 十分納得がいく． このパン 

屋ついては敬愛大学の 沢 護氏 以外，新聞の 広告 

記事に気がつかなかったので 言及されたことは 

多分これまでない．私がそれに 気付いたのも 数 

年前のことであ る． 

ただ，ジェラールが 来日するにあ たっての高 

額の費用は誰が 出したのか， 日本のことをどう 

して知ったのか ，など謎も多い・ "  ン エフ 一 一 ノ ンと 

日本を結びつける 接点は依然として 特定できな 

い．商売をするにしても ，元手が必要なのでそ 

れを解明することがとりわけ 必要であ る．企業 

家ジェラールの 謎はまだまだ 解けない． 

また， カヮ ラやレンガを 製造するには ，それ 

なりの経験が 必要なので， これもまた謎のひと 

つであ る． 

それにしても ，商売を次から 次へと変えてい 

ったジェラールのエネルギ 一には驚かされる． 

(9) ジェラール。 カワラ の建築物 

現在でもまだジェラールの カワラ を使用して 

いる建物が逗子にもあ るようだが，筆者はまだ 

見ていない． 12 年ほど前に，中区根岸の 大久保 

家卸の力 ヮさ が葺き替えられたとき ，数枚人 

手できたが，それらは 明治初期の力 ヮラ ではな 

く， 1887 年と 1889 年のものであ った・ しかも英 

語で Gerard.s       という刻印があ った．そのとき 

は 新聞にも報道されたほか NHK でも吹き替え 

の 模様を放映した． 

『横浜銅板両ョ の 解説，。 ・によるとジェ ラ 

ルの カワさ が使用されていた 建物は中区小幡 ワ 

、 ンン 坂下の古い民家、 緑区荏田町の 徳江家の納 

屋 ，ゲーテ 座 ( 中区 m 手の港の見える 丘 公園と 

外人墓地の間．現在は 復元されている ), 葉山 

町堀内平山ホテル、 三浦市姉崎 城ケ 島津先手， 

千葉県佐倉の 佐倉連隊記俳碑，それに 皇居内の 

一部とのことであ る． 
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昭和 57 年に出た『横浜銅板 画 』，。 ，に ジェラ 一 すれば，ジェラールが 日本から持ち 帰った収集 

ルの工場が 2 枚掲載されている．その 一枚には 品の全貌が明らかとなるであ ろ       

r@ GERARD ， S@ STEAM@ TILE@ AND@ BRICK これは異文化に 直接触れたジェラールの 力 ん 

WORKS ， No@77@BLUFF@ OR@MOTOMACHlJ チヤ 一 ショックの大きさを 示している． 

( 横浜元町 山セ十セ番 煉瓦瓦石製造所 ヱコ これまでに分かっているのは ， 大 ざっぱに 言 

ゼ ラルド ),  もう一枚には「 A  GERARD,S って次のようなものであ る． このほどサンレ ミ 

NAVY@ WATER@ WORK ・ S@ THE@ SOFTEST 美術館の好意で 入手したリストを 分類すると 実 

SPRINGWATERJINYOKOHAMANo77BLUFF に種類が多 い ．残俳ながらサン・レミ 美術館の 

ORMOTOMACHI 」 ( 横浜元町 山セ十セ 番 船 収集品を直接見る 許可は出なかったが ，多分 そ 

用土飲用水販売所 ヱロ ゼラルド ) と 書かれ の 理由は，まだ 未 整理で雑然と 置かれているか 

ている． この説明のあ る建物には 「 A. らかもしれない．その 証拠に，同美術館が 見せ 

GERARD ， S@STEAM@TILE@AND@BRICK@WORKSJ てくれた 2 枚の写真はジェラールの 日本土産が 

とあ り，説明と工場の 絵とは合わない．ジェラ 所狭しと置かれて い て，まるで倉庫の よう であ 

一ルが 蒸気力を使用して 大量に製造していたこ った ．そこには額や 仏像などをはっきり 見るこ 

とがわかるが ，その設備投資に 要した費用はか とができた．一日も 早い展示会の 開催が待たれ 

なりのものであ ったにちがいない．共同経営者 る ．外国人が日本の 文化に触れて 驚いた様子が 

がいたのであ ろうか． 垣間見られる．美術館からいただいた 品目の コ 

工場内に置かているのは ， レンガ，カワ ラ の ピ ー は数十枚にものぼるもので ，細かい寸法や 

ほかにレンガではあ るが大空きのものもあ る． 推定年代も記載されている． 

その穴は 2 個， 3 個， 4 個となっている．これ 

などは現在のブロックのようなもので ，その先 (1)  武具 ( 兜 ・ 刀 ・ 銃 )  (2)  壺 ( 花瓶など ) 

駆けの製品と い えるかもしれない．筆者が 入手 (3) 皿 (4) 掛け軸 (5) 版画 (5) 水彩画 

できたものは 2 個と 3 個の大空きレンガであ る 

が，ジェラールの 名前などは一切ない．これが 

。 シェフ 一 一 ルの 製造したものかどうかは ，土を分 

析すれば簡単にわかるはずであ る． 

現在の地図ではこのあ たりは元町であ るが， 

英語で BIufforMotomachi と書かれているところ 

から山手と元町の 境界線を跨いで 工場が建てら 

れていたというのが 結論であ る． 

(10) ジェラール日本コレクション 

ジェラールは ，ラーンス市に ， 2400 点以上の 

日本滞在中に 収集したの物を 寄贈した．現在こ 

れらはサン・レミ 美術館 (Saint-Re ㎞ ) ⑰に収 

蔵 されている，もっとも ，その中には 帰国後 パ 

リで 収集したものや 中国，朝鮮のものが 混在し 

ているらしい． これらの品物の 整理ができるの 

を待って ， 町がジェラールに 関する大きな 展示 

会を 10 月以降に計画しているようであ る．そう 

8 冊 (6) 楽器 (9) 時計 (10) 衣類 (11) 古 

銭 ( 約 900 枚 ) (12) 金貨 (2 枚 ) (13) 地図 

(14) キセル (15) 扇子 (16) 能面 

フランス人がとりわけ 興味を持ったのは ，こ 

れらの日本の 文化であ り，ラーンスで 過去に 2 

度展示会が開催された。 10 月にも開催される 予 

定の展示会は 日本とフランスをいっそう 強く結 

びつける強い 絆 となるであ ろう． 

飛鳥田市長が 1974 年にジェラールのことを 書 

いてから 26 年たった今，じつに 様々なことが 多 

くの 人 びとの協力で 明らかとなってきた． 
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310)) 
624)@ Lanteme ， bronze@dore@ (470x430x415) 

625)@ Lanterne ， bronze@dore ， XVIe@ (470@x@430@x 

415) 

626)  Lanteme,  bronze,  XVIIIe  (1450x450x450) 

627)@ Lanteme ， bronze ， XVIIIe@ (1200x450x450) 

628)  Fontaine,  bronze,  XIXe  (441x432x379) 

629)@ Jardiniere ， bronze ， XIXe@ (151x582x255) 

630)@ Chimere ， bronze ， XIXe@ (76x18x13) 

631)@ Coupe@a@trois@pieds ， XIXe@ (224x233x215) 

632)@ Grenouille@et@Serpent ， bronze ， XIXe@ (76@x 

222@x120) 

633)@ Langouste ， bronze ， XIXe@ (167x260x366) 

634)  Vase,  bronze,  XIXe  (295x312x312) 

635)@ Vase ， bronze ， vieilli@d 。 argent ， XIX@ (275@x 

130  x127) 

636)@ Crues ， bronze ， XIXe@ (413x520x193) 

637)@ Jardiniere ， bronze ， XIXe@ (151x522x290) 

638)@ Corbeille ， bronze ， XIXe@ (63x125x72) 

639)@ Corbeille ， bronze ， XIXe@ (63x125x72) 

640)@ Corbeille ， bronze ， XIXe@ (63x125x72) 

641)@ Corbeille ， bronze ， XIXe@ (63x125x72) 

642)@ Corbeille ， bronze ， XIXe@ (63x125x72) 

643)@ Cloche ， bronze ， XVIIIe@ (?)@ (371@x@220@x 

220) 

644)@ Jardiniere ， bronze ， XIXe@ (173x422x302) 

645)@ Porte-bouquet ， bronze ， XIXe@ (192@x@110@x 

90) 
646)  Porte-bouquet,  bronze,  XIXe  (192xll0x 

90) 
647)  x90) Brule-parfum,  bronze,  XIXe  (326  x  240  

205) 

648)  Vase,  bronze,  XIXe  (354x335x334) 

649)@ Porte-bouquet ， bronze ， XIXe@ (265@x@150@x 

150 Ⅰ 

650)@ Brasero ， bronze ， XVIIe-XVIIIe@ (143@x 

215x215) 

651)@ Porte-bouquet ， bronze ， XIXe@ (245@x@142@x 

142) 

652)  Porte-bouquet,  bronze,  XIXe  (245  x  142  x 
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680) Faucon ， bronze ， XVIIe (216x176x102) 

681)@ Coupe ， bronze ， XIXe@ (145x140x140) 

682)@ Coupe ， bronze ， XIXe@ (145x140x140) 

683)  Crabe,  bronze,  XIXe  (102x296x160) 

684) Brule-parfum ， bronze ， XIXe (192』・ 

105) 

685)@ Vase ， bronze ， XIXe@ (165x105x95) 

686)@ Brule-parfum ， bronze ， XIXe@ (365@x@245@x 

245) 

687)  Vase,  bronze,  XIXe  (225/95/95) 

688)@ Groupe@de@ 3@ grues ， bronze ， XIXe@ (412@x 

346x190) 

689) Papillon ， bronze ， XIXe (240x416x290) 

690)@ Mortier ， bronze ， XIXe@ (?)@ (160x283x251) 

691)@ Grue ， bronze ， XIXe@ (985x655x165) 

692)@ Chame ， bronze ， XVIIIe@ (2050x45x33) 

693) Bouddha ， bronze ， XIXe (491x315x306) 

694)@ Coloquine ， bronze ， XIXe@ (136x61x55) 

695)@ Applique ， bronze ， XIXe@ (45x273x273) 

696)@ Applique ， bronze ， XIXe@ (45x273x273) 

697) Applique ， bronze ， XIXe (45x273x273) 

698)@ Applique ， bronze ， XIXe@ (45x273x273) 

699)@ Applique ， bronze ， XIXe@ (45x273x273) 

700)  Applique,  bronze,  XIXe  (45x273x273) 

701) Applique ， bronze ， XIXe (45/x・ 

702)@ Applique ， bronze ， XIXe@ (45x273x273) 

703)@ Applique ， bronze ， XIXe@ (45x273x273) 

704)@ Applique ， bronze ， XIXe@ (45x273x273) 

705) Applique ， bronze ， XIXe (45x273x273) 

706)@ Applique ， bronze ， XIXe@ (45x273x273) 

707)@ Applique ， bronze ， XIXe@ (45x273x273) 

708)@ Applique ， bronze ， XIXe@ (45x273x273) 

709) Applique ， bronze ， XIXe (45x273x273) 

710)@ Applique ， bronze ， XIXe@ (45x273x273) 

711)  Vase,  bronze,  XVIIe-XIIIe  (117x303x300) 

712)@ Grue@sur@une@feuille ， bronze ， -fin@XVIIe 

(416x215x138) 

713)@ Ⅴ 8se@hexagonal@a@pied ， bronze ，ⅩⅠ Xe@ (194@x 

305  x  271) 

714)  Vase,  bronze,  XIXe  (110x57x56) 

715)@ Cendrier@en@forme@de@feuille ， bronze ， XIXe 

(51  x  140  x  87) 

716)@ Petit@plateau ， bronze@nielle ， XIXe@ (12@x 

273  x195) 

717) Ho Ⅰ loge,cuivre,bois,ve Ⅰ コ Ⅱ eXIXe,lmltation 

Hollande@ (866x235x242) 

718)@ Horloge ， bronze@et@bois ， XIXe@ (701x240x 

240) 

719)@ Statuette,@ambassadeur@du@Liou-Chou,@terre 

cuite ， periode@ EDO@ (@ 1605-1868) 

(351/232x116) 
720)@ Statuette,@ambassadeur@du@Liou-Chou,@terre 

cuite ， periode@EDo@ (371@x@160@x@115) 

721)@ Statuette,@ambassadeur@du@Liou-Chou,@terre 

cuite ， periode@EDo@ (360@x@166@x@127) 

722)@ Statuette,@ambassadeur@du@Liou-Chou,@terre 

cuite ， periode@EDo@ (372x165x115) 

723)@ Statuette,@ambassadeur@du@Liou-Chou,@terre 

cuite ， periode@EDo@ (361@x@172@x@124) 

724)@ Statuette,@ambassadeur@du@Liou-Chou,@terre 

cuite ， periode@EDo@ (361x166x114) 

725)@ Statuette,@ambassadeur@du@Liou-Chou,@terre 

cuite ， periode@EDo@ (365x164x119) 

726)@ Statuette ， ambassadeur@du@Liou-Chou ， terre 

cuite ， periode@EDo@ (365x168x115) 

727)@ Statuette,@ambassadeur@du@Liou-Chou,@terre 

cuite ， periode@EDo@ (367x165x116) 

728)@ Statuette ， ambassadeur@du@Liou-Chou ， terre 

cuite ， periode@EDo@ (360@x@165@x@120) 

729)@ Statuette,@ambassadeur@du@Liou-Chou,@terre 

cuite ， periode@EDo@ (360@x@165@x@120) 

730)  Saladier, 丘 ㎡ ence  d 壱 cor 芭 e  (125  X  3l0  X  310) 

731)@ Cerf ， terre@cuite@emaillee ， XIXe@ (l86x 

245  x140) 

732)@ Applique,@faience@decoree ， XIXe@ (78@x@84@x 

84) 
733)@ Brasero ， terre@cuite@emaillee@ (250@x@225@x 

225) 

734)@ Saladier ， faience@decoree@ (130@x@310@x@310) 

735)  PlatcfeuX, モ打 enced 壱 co Ⅰ 壱 e  (68X  356X  356) 
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760)                                                   i (22x195x168) 

761)@ Ravier ， faience@decoree@ (32x195x168) 

762)@ Serie@de@ 3@ raviers,@faience@decoree@ (35@x 

188x131) 

763)@ Vase ， faience@decoree@ (465x252x213) 

764)  Vase,f 打 enced さ co 了さ e  (465X  252X  213) 

( Ⅱ ) ジェラールの 死 

横浜を中心に 西洋建築資材供給に 大きく寄与 

したアルフレッド・ジェラールは 1915 年のヨー 

ロッパ大戦のさなかに 死去した．戦争中のこと 

で最初，彼の 遺体はランスの 南 墓地の地下に 埋 

葬されたが，後にそこから 5 . 6 キロ離れた ブ 

ザンヌの町 営 墓地に移 葬 された． 

デュポンは，農業会館の   図書室の司書であ っ 

たフェリックス・ピルトン ， 9, からパリの友人 

に届いた手紙を 紹介している．それによると   

ジェラールは 苦しむことなく ， また当時の状況 

を知ることなく 病院となっていた 老人ホームの 

地下で息を引き 取ったようであ る。 0 ，．彼の棺は 

一時的に 南 墓地に埋葬されたが ，遺書により 後 

に ブ ザンヌの墓地に 移 葬 された． 

埋葬の間もドイッ 軍機が大教会堂の 上に飛来 

し空中戦が行われた．悲しいことに 出席者は 20 

人ほどであ った．それでもこの 時期では慰めら 

れた． ジェラールが 死んで心にぼっかり 穴が空 

いたようだった． 

ジェラールの 死亡証書 (acteded 色 c も s りには 

次のように記載されている ",. 

Le@dix-neuf@mars@ mil@neuf@cent@quinze@a@quatre 

heuresdu  mahn,estd 色 c さ d る en  s0n  domic は e,Alfred 

Gerard ， ne@a@Reims@le@vingt-trois@mars@mil@huit@cent 

trente-sept ， rentier ， domicilie@a@Roms ， rue@Simon 

26 ， fils@ de@ Jean@ Nicolas@ Joseph@ Gerard ， et@ de 

Th る Ⅱ ら se  Lambert  C  h さ Ⅰ uy,  son  芭 pouse 

d る c 色 d 芭 s;c さ libataife, 

Dress 壱 le  diX-neufc0urant, 0nze  heu Ⅰ es  du  matin, 

sur  Ia  d 色 claration  d.Edouard  AleXandre  Caniot, 

quarante-deux@ans@et@d ・ Alfred@Adam ， quarante ・ neuf 
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ans,@employes ， domicilies@a@Reims,@qui@lecture@faite, 5) 昭和 49 年 12 月 20 日に『素人談義姉人ジェラール』 

ont@signe@Nous,@ Jean-Bap Ⅰ     ste@Nicaise@Langlet, ( 本文 193 頁 ) 発行． 内容は「野毛山の 散歩道」 

Maire@de@Reims ， Chevalier@de@la@Legion@d ， Honneur ・ など 40 編集録．これらは 丁日本経済新聞Ⅰ『文芸 
春秋 J 『婦人公論 J 『朝日ジャーナル ] などに 掲 

載 されたものをべ ー スにしている． 
1915 年 3 月 19 日午前 9 時， 自宅において ， シ 6)@ [The@Japan@Ti   es]@ [Japan@GazetteJ@ [The@Japan 

モン通り 26 番地に居住の 故ジャン，ニコラ・ ジ Weekly  Mail ユ [The  Daily  Japan  HeraId. 』特に 

ョ ゼフ ・ ン エ ラール並びに 妻の故テレーズ・ ラ 『 TheWeeklyMa Ⅲの出船・入船の 記録は乗船者 

ンベール・シェリ ユノ の嫡子で 1837 年 3 月 23 日 名簿もあ り，外国人や 日本人の調査に 貴重な資 

にう 一シ スに生まれたアルフレッド・ジェラ 一 料となっている． また，外国語の 新聞に掲載さ 

ル ，独身が死去した． 
れている広告も 当時の様子を 知る上で欠かせな 

い 資料といえる． 
本月 19 日の午前 11 時に証書作成，エドアー 

7) 横浜市の教育委員会等が 毎年企画している 生涯 
ル ・アレクサンド・カニ オ ， 42 歳 と アルフレッ 教育のための 講座で、 多いときには 120 もあ った 

ド ・アダン， 49 歳，会社員，ラーンス 在住の申 と 聞く．ほとんどが 有料であ るが希望者は 定員 

し 出について市長ジャン・バチスト・ニケーズ ， を 越える場合が 多 い ． たとえば， 1999 年 1 月間 

レジオン・ドヌール・シュ ヴァ リエ 章 受賞， 他 講の 「数立セミナー」は 1 月 13 日から 3 月 31 日 

全員が署名した． 
まで開催され ，週一回または 週 2 回で 31 講座で 

あ った．「横浜とフランスー 出会いと交流 円の 

Ⅰ 2) あ とがき プロバラムは 次の通り．①日本とフランスー 出 

会いと交流 ( 西堀 ) ②第 1 次フランス軍事顧問 

ジェラール関係の 資料を提供していただいた 団 ( 滑 ⅠⅡ③横浜フランス 語学 所 ( 西堀 ) ④横 

ラーンス市のサン・レミ 教会の資料館ならびに 浜 製鉄所と横須賀製鉄所 ( 西堀 ) ⑤フランス 

ジェラール調査のきっかけを 与えていただ い た 瓦 ・レンガ と ジェラール ( 西堀 ) ⑥ガス 打 と ぺ 

横浜開港資料館に 心より感謝する．また ，ブザ 
ル グラン ( 西堀 ) ⑦横浜の西洋建築とサル ダ 

( 西堀 ) ⑧リョン と 横浜一ポール・ブリュ ナ ( 西 
ンヌ町の ギュ ヤール夫人，ブザンヌ 町長の調査 

堀 ) ⑨サン・モール 修道院と横浜一マチルド 
協力についても 同じく感謝する．今後は ，フラ ( 西堀 ) ⑩外人墓地に 眠るフランス 人 ( 西堀 ) シ ス と 日本の協力に よ り更なる進展があ る と 8) 10 年前に東京の 日仏学院の横浜校舎として 設立 

を 期待したい． ギュ ヤール夫人からもジェラ 一 した フランス政府の 公式教育機関．現在 61 講座 

ルについての 調査研究を一応完了したとの 書簡 あ り，約 600 人が在籍． 2000 年 4 月 21 日 ( 金 ) に 

が 届いた． 10 月にジェラールの 3 回目の資料 展 
フランス大使モーリス ，グルドー・モンタ 一二 

ュ (Maurice  Gourdault-Montagne)  氏を主賓に 迎 
示会が サン・レミ教会の 資料館で開催されると 

え 10 周年式典を関内ホールで 開催．初代院長 フ 

聞いたが，予算の 関係でいまだ 実現していない． ランシス・メジェール (Francis  Maiziaires)  氏が ， 

それをきっかけにジェラールの 全体像がさらに 機関紙として『 ョ コラマ新聞』を 発行した． 院 

明らかにされるに 違いない． 長の転任で 15 号で廃刊． 

9) 横浜開港資料館の 機関紙で毎月発行．とりわけ 
注 

開国期の横浜市関係の 対外資料の紹介．平成 4 

1) 中区尾上町 ( 馬車道 ) の 指路 教会 (ShiroChurch     年 10 月 31 日号の『開港のひろ ば J (YOKOHAMA 

プロテスタント ) ARCHIVES OFHlSToRY) の『横浜の覚国人 屑 

2) 中区山手のゲーテ 座 (TheaterofGaiety:7 月 14 日 留地 ] 展によせてジェラールの 出生・死亡証明 

の フランス革命記俳日にはオペうなどを 上演し 書 」に よ る・「神奈川県立文化資料館が 所蔵 する 

ていた現在は 岩崎学園が復元 ) 県庁各課文書中に 横浜居留地関係の 基本資料の 

3)  中区のライト・ホテル (W 「 ightHotel)  など 一 つ ，永代借地権 に関する知事官房覚務文書が 

4)  飛 ， 島 一雄 (1915 一 1990)  二 アスカタ イチオ ， あ る・関東大震災で 消失した地券の 再発行， 境 

弁護士，横浜市長，日本社会党委員長など 歴任 界線の再確定に 関する記録をはじめとして ， 大 
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正期以降の地券の 譲渡記録などが 綴られている． 

これまで本格的に 使われたことがなく ，今夏， 

展示準備のため 担当者三名が 悉皆調査を行った 

ところ，かなりの 地券所有者を 明治期まで遡る 

ことができた ， また，地券の 現物 ( 明治 13 年祭 

行 ) も 発見した．そしてジェラールの 名を見い 

出したのもこの 文書中であ った．以下略 ( 由武 

香奈美 ) 」． このように研究分野を 問わず偶然が 

大きな結果につながる 例は数多くあ る． 

10) 藤田嗣治 : フランスに帰化した 洋画家でう 一シ 

スに滞在， ラーンス市の 郊覚にあ る藤田礼拝堂 

(ChapelleF 血 ta) の壁画は有名・ 藤田画伯自身も 

群衆の中の一人として 描かれている． 

11) ラーンス 市 文書館所蔵 ( 複写不可，書き 写しの 

み 可 ) 

12) ラーンス雨戸籍 課 所蔵 ( 複写可能 ). フランスで 

は 戸籍謄本 ( 抄本 ) 類は ， 古いものは原則とし 

て外国人でも 取得可能 ), ラーンス市の 公文書館 

は，例外で書き 写すことはできるがコピーは 許 

可しない． このような例は 小河絨衣前明星大学 

教授によればサン・モール 修道院も同様だそう 

であ る． 

13) 先祖代々ベルフォール (TerritoiredeBelfo め県 

ダンジュータン (Da 田 outan) にエック家があ り   

簡単に子孫を 捜すことができた．ただし ， 日本 

政府の法律顧問のボアソナード 家や海軍省の 技 

術顧問のべルタン 家の場合は，パリに 子孫が 居 

住していなかったため 多くの時間が 必要であ っ 

た．前者は子孫が 絶えて居る場合で ，後者はパ 

リに居住していなかった 上に電話帳 に氏名を掲 

敵 しない場合であ った   

14) 生家の庭には 卒業生から贈られた 胸像が置かれ 

ている．暁星学園 (Ecoledel.EtoileduMatin) の 

関係者も近年生家を 訪れたことがあ る・ただし， 

文献のようなものは 生家にはほとんどなく ，金 

属製の箸と下駄が 生家の近所の 子孫の家にあ っ 

ただけだった． 

15) 「横浜人物小誌⑩ ジエラール (1837-1915) 故 

郷 ，ランスに錦を 飾る」 仁 横浜開港資料館 報 』平 

成 7 年 11 月 1  日・ p.5 

16)  北 墓地 (Cime 億 re  du  Nord)  : 18,Bolevard  Dieu 

L  "umle Ⅱ e 

17)  南 墓地 (Cime 億 redu  Sud)  :  l  bismeChampsde 

Mars 

18)@ L 。 ASSOCIATION@ VIVRE@A@ BEZANNES@ ET@ LA 

MUNICIPALITE@ DE@ BEZANNES@ dans@ ， 4@   cadre@ de 

la@JoURNEE@ DU@PATRIMOINE@et@de@ 1 ・ ANNEE@du 
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取った結果多くの 写真が有ることが 分かった   

1993 年にクレットマン 氏 、 それに助手のような 

働きをしている 梅田真美さんとマルセイユで 会 

って写真を見せてもらったところ ， ジェラール 

の写真もその 中にあ った．クレットマン 氏 自身 

もその後『 DeuxansauJapon コ (Tomel, 1995) 

り eux ㎝ sauJaponJ (Tome2,1996) を自費出版 

した， これにはマルセイユ 在住の留学生梅田真 

美さんが全面的に 協力した．梅田さんなしには 

クレットマンに 光が当たることはなかったとい 

える．本書の 日本での贈呈 先を クレットマン 氏 

から依頼されたので ，開港資料館や 日仏関係を 

研究している 滑川明彦 ( 日本大学教授 ), 市川慎 

一 ( 早稲田大学教授 ), 沢護 ( 敬愛大学教授 ) 氏 

などを紹介した． こうしてクレットマン 展が横 

浜の開港資料館で 開催されるまでになった． 

27)@ [L:UnionJ@ (Journal@ de@ 1 ・ Union ， de@ Reims@ 29 

septembre@1997) 
(1) 
Bezannes@Un@hommage@a@Alfred@Gerard" ， Cet@apres- 

midi@ a@ete@egalement@ Ⅲ 3rque@par@un@ Ⅳ 0ment@fort 

lorsque｀ ， Akira¨ishibori ， professeur‖〕a：aculte‘t 

a@1:universite@de@Yokohama ， arrive@du@Japon@le@matin 

meme,@a@evoque ;〕a｝resence‘t〕e〉ole‥ ， Alfred；erard 

(2) 
Dimanche@ 21@ septembre ， le@public@ est@invite@ a 

decouvrir@ce@monument@en@presence@de@M ． Akira 

Nishibori@qui@ se@deplacera@tout@specialement@de 

Yokohama ， - 

28)@ |La@Gazette@de@BezannesJ@ Octobre@1997.@No@161 

Lorsque@Monsieur@Akira@NISHIBoRI ， professeur@a@la 

Faculte@ de@ Ges Ⅰ     on@ et@ au@ Cours@ de@ Doctorat@ du 

Developpement International de 1 ， Universite de 

Y0kohama, ㎞ v 芭 duJap0n  lema 廿 n  meme, さ voquala 

presence@ et@ le@ role@ d ・ Alfred@ GERARD@ a 

YOKOHAMA 

29)@ [La@District@magazine]@ (La@revue@du@district@de 
Reims@octobre@1997.No@41.pp ・ 34-35     

Un@temoin@venu@du@Japon   

Je ㎝ -Pie 汀 e  Bel Ⅱ he  a  accueilliles  invites  en  japon ㎡ s, 

ce@qui@ n ， a@pas@ manque@de@detendre@ 1 ， assistance@et 

d;honorer｀onsieur¨ishibori ， tout）uste‥ebarque‥e 

13@heures@d ・ avion ， Il@a@ensuite@lu@le@testament@d ・ Alfred 

G さ r 打 d  au  b さ n6 Ⅱ ce  de  la  Commune, ouv て antainsila 

reconstitution@de@sa@vie ， Monsieur@Nishibori@a@re@u@un 

portrait@d ・ Alfred@Gerard@et@une@plaque@gravee@en 

souvenir‥e ce moment, apres avoir〕es annees 

japonaises@du@personnage ， 

30)@ Nous@savons@qu ， il@est@arrive@au@JAPoN@en@1858@et 

qu ・ il@y@a@fait@du@commerce@de@the ， puis@d ・ eau@de@ses 

sources ， 

31) VictorLouisGirard: ( 鋳造頭目 ) ( 日本外務省外交 

史料館所蔵 資料 fTableau  du  personnelde  la 

Marine@francaise@attachee@a@1'Arsenal@de@la@Marine 

impe 「 haleduJaponJ 

32) 横浜開港資料館所蔵 『 THE DAlLY JAPAN 

HERALDJ  (N0333Nov,24 ぬ ， 1864) 

FFORSALE@100@casks@best@American@Flour@100@cases 

Champagne, 150  doz. BreakfastWines, 50  cases 

LaHtte,LyonSausage 」 (1865.6.29) 

33)  「 French  Bakary  behind  the  and  Caf さ au  Japon  168 

Breaddeliveredeve り mo 而 ng 」 (1868.8.19) 

34)  黒色一色で刻印はすべて 英語で 1889 年の時代の 

ものがあ った．その大部分は 横浜市が譲り 受け 

た   

35) 昭和 57 年 12 月 5 日発行で，巻末に 開港前後の大 

きな商社などの 紹介もあ る．スイス人生糸 商バ 

ヴィエル (Bavier) などは今後の 研究課題の一つ 

にとなろう． 

36) ジェラールに 関する重要な 資料．当時の 工場が 

近代化 ( 機械化 ) されているのが 分かる． 

37) この資料館はサン・ シ ミ (Sainl-Re ㎞ ) 教会に隣 

接していて，古代からの 当地の考古学的な 資料 

まで網羅している． 

38) 1999 年の訪問時に 人手したもので ，克明な調査 

であ ることが分かる．その 努力を多とする． ジ 

ェラールによって 日本文化の一部が 後世に伝わ 

ったとも言える． このように外国に 渡ったがた 

めに戦火を免れ ， また地震等の 災害から護られ 

た   

39)  フェリックス・ピルトン (Felix  Pilton)  は，農業 

会館の図書室の 司書をしていた 人物であ ること 

ぐらいしかわかっていない．ただ ，戦時下にジ 

ェラール と 行動を共にしていたことから ，ジェ 

ラールの帰国後の 生活，特に晩年を 知る上で重 

要な人物であ る． 

40) 前掲『年鑑』 pp.252-53 

41) ラーンス市役所戸籍 課 (Elat-Civ 田 提供   

( にしぼり あ きら 横浜国立大学名誉教授 コ 


